
地域活性化雇用創造プロジェクト【山形県】

事業名称 雇用創造に向けたものづくり産業の新分野進出支援プロジェクト 事業期間 令和３年度～令和５年度

事業規模 1.5億円/３年
事業目標

(正社員就職者数)
280名/３年 実施地域 山形県全域

対象分野
山形県において、新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受け、「山形県産業振興ビジョン」においても重点的に支援している
○製造業

背景・課題

○本県は産業別事業所数、産業別従業者数いずれをみても製造業のシェアが全国に比べて高い。
○新型コロナウイルス感染症の影響により本県のあらゆる産業において、経営不振が深刻化・長期化しているが、特に製造業への
影響が大きい。

○ポストコロナを見据え、製造業の多角化の支援、新分野への進出を支援することで経済活動の回復を図ることが急務。
○また、多角化・新分野進出や「ポスト・コロナ」時代で加速するデジタル化に対応する人材を育成することで、雇用を促進する。
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○「山形県産業振興ビジョン」と両輪になって、製造業の安定的経営と付加価値額の向上により安定した雇用を生み出していく。
○安定的経営のために事業の多角化や新分野への進出を促す支援事業を行う。
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【プロジェクトの運営】
○労働者団体、事業主団体、金融機関等関係機関の参画を得て、「山形県地域活性化雇用創造プロジェクト推進協議会」を
構成し、学識経験者のアドバイスを受けながら、プロジェクトの円滑な運営を行う。

【事業主向け支援】
○ニーズが高い医療産業分野への多角化を促すため必要となる知識・スキルの習得を支援する研修会等の実施
○医療産業分野からの現場ニーズの収集と収集した現場ニーズを医療産業分野へ新規参入を行う企業へ橋渡しするコーディネー
ターの配置

○新規事業への進出を支援するコンサルティングの実施
○「ウィズ・コロナ」「ポスト・コロナ」時代に対応したデジタルを活用した営業力を強化するためのセミナーを実施し、新分野への進出を
促進。

○ビジネスモデルの診断と生産体制の転換を図るための専門家派遣

【求職者向け支援】
○「ポスト・コロナ」時代で加速するデジタル化に対応する人材を育成し、雇用の促進を図るためのデジタル技術習得支援研修


